




研究目的

サリドマイド胎芽病の発現により,クローズアップされてきた先天性四肢障害

は,その成因,疫学的実態,診断基準,鑑別診断などになお多くの問題がある。こ

れら先天性四肢障害の疫学的実態を把握し,正確な診断基準と分類法とを確立

することは成因の推定,予後の予測ならびに遺伝相談の基礎として極めて重要

であるばかりでなく,将来の厚生行政の参考にも供し得るものと思われる。そ

こで本研究班は臨床の立場より昨年に引続きサリドマイド胎芽病とこれに類似

した四肢障害との鑑別診断に関する研究,四肢障害の分類に関する研究,致死性

四肢短縮型小人症の研究四肢障害を伴う代謝疾患の酵素学的研究,さらに四肢

障害に合併する他の奇形,胎性早期において発現するといわれる小奇形や皮膚

紋理の研究,四肢障害と染色体異常との関連性に関する研究が各研究協力者に

よって行われたので現在までの研究成果を報告する。


